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家庭学習の手引き（基礎基本編） 
 

 日頃より本校の教育活動にご理解、ご協力をいただき誠にありがとうございます。  

家庭学習は、「自分のための学び」です。そういった学びにするために「家庭学習の手引き」

（基礎基本編）として以下のようにまとめました。ぜひ、参考にしていただき、家庭学習の

充実に活かしてください。  

なお、今後は、タブレットを活用した家庭学習や予習（反転学習等）、自主学習等について

の手引きを作成する予定です。 

 

1. 家庭学習の目的 

 家庭学習は、授業で学んだことの復習や、自分の課題に向き合うことで、学力の定着や自

信を育みます。また、児童の「主体的に学習に取り組む態度」を育てます。  

さらには、学習習慣の定着にもつながります。 

 

2. 学年別の目安（1日あたり）  

学年 時間の目安 主な内容 

1年生 １0～２0分 音読、ひらがな、計算練習、その他  

2年生 ２0～３0分 音読、漢字練習、計算練習、その他  

3年生 ３0～４0分 音読、漢字練習、計算練習、その他  

4年生 ４0～５0分 音読、漢字練習、計算練習、その他  

5年生 ５0～６0分 音読、漢字練習、計算練習、その他  

6年生 ６0～７0分 音読、漢字練習、計算練習、その他  

 

3. 家庭学習の基本 

・時間を決める：毎日「この時間は勉強」と決めて、習慣付けましょう。  

・学習環境を整える：テレビやスマホを避け、集中できる環境を用意しましょう。  

・宿題＋自主学習：学校からの宿題だけでなく、自分が興味・関心をもったことや自分に必

要なことにも進んで取り組みましょう。  

・ふり返りをする：「今日できたこと」「わからなかったこと」を書いたり、話したりしまし

ょう。 

 

４. 保護者の方へ 

・お子さんのがんばりを認めてあげることが自己肯定感や自己有用感の向上につながります。

見守り・声かけ・支援をよろしくお願いいたします。  

・毎日全部できなくても結構です。少しずつ「自分から取り組む姿勢」を育てていきましょう。  

・「教える」ばかりでなく、「一緒に考える」「聞いてあげる」ことを意識してみてください。 

・つまずきやすい部分は、連絡帳等で気軽に学校に相談してください。  

 

ICT 学力向上担当：戸塚佑樹 



 


